
３学期にできることからすすめましょう
★ 小中の子ども集団を互見し、そこでの子どもの事実から、校区でめざす連続性のある特
別活動の具体的な取組について協議しましょう。

★ 学級活動の指導のプロセスや成果等を共有し、子どもが身に付けた力を生かすことがで

きるような連携した取組について協議しましょう。

学校行事で身に付けた協同性や
生徒会活動で培った自治的能力な
どを日常の学級・学校生活に生か
す工夫

話合い活動によって、意見の違い
を超え、相手の意見を尊重し、折り
合いを付けて、集団決定・自己決定
する、学級活動の様子

教科の系統性の整理や学習指導の工夫等の小中一貫教育の取組は、小・中学校の円滑な接続を
めざす小中連携の動きとして今後も一層活発になると考えられます。今回は「特別活動の小中連携」
を取り上げています。これは、「校区流」として校区内の小・中学校それぞれの特別活動のよさを知り、
連続性を持って各発達段階での活動に共通認識して取り組もうというものです。３学期は年間の教育
活動（Ｐｌａｎ-Ｄｏ）を振り返り（Ｃｈｅｃｋ）、次年度に向けて改善（Ａｃｔｉｏｎ）する大切な時期です。今から、
そしてここから取り組める、学級・学校文化を創る「特別活動の小中連携」を提案します。

自己流から校区流へ ～特別活動も小中連携～
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